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●平成21年度歳入・歳出決算を認定 
●議員提案による「広島県議会基本条例」を可決 
●総額122億9,200万円の一般会計補正予算を可決 

●平成21年度歳入・歳出決算を認定 
●議員提案による「広島県議会基本条例」を可決 
●総額122億9,200万円の一般会計補正予算を可決 

● 平成22年度補正予算 … 
● 平成21年度決算 ……… 
● 条例案 …………………… 
● 人事案件 ………………… 
● その他の議案 …………… 
● 意見書案 ………………… 
● 決議案 …………………… 
● 請願   ……………………………… 

一般会計1件、特別会計2件 
一般会計・特別会計1件、企業会計1件 
広島県議会基本条例、広島県暴力団排除条例など13件 
広島県収用委員会委員及び予備委員の任命の同意について 
広島県名誉県民の選定の同意についてなど29件 
補助金の一括交付金化に関する意見書など7件 
北朝鮮による韓国・大延坪島砲撃に抗議する決議 
教育格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願な
ど2件（不採択） 

可決 
認定 
可決 
同意 
同意 可決 
可決 
可決 

　
広
島
県
議
会
は
、
十
二
月
定
例
会
を
十
二
月

九
日
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
の
十
三
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
二
年
度
広

島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県
ワ
ク

チ
ン
接
種
緊
急
促
進
基
金
条
例
」、「
知
事
等
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」、「
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

九
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
し
て
い
た
「
平

成
二
十
一
年
度
決
算
認
定
」
な
ど
の
知
事
提
出

議
案
の
ほ
か
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
広
島
県
議

会
基
本
条
例
」
や
「
広
島
県
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」、「
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
・
大
延
坪
島

砲
撃
に
抗
議
す
る
決
議
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
五
十
六
議
案
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
・
認
定
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
財
政
健
全
化
や
産
業

振
興
な
ど
来
年
度
の
予
算
編
成
に
関
す
る
質

問
の
ほ
か
、
雇
用
対
策
や
広
域
自
治
に
向
け
た

取
り
組
み
、
地
域
医
療
の
再
生
、
福
祉
施
策
、

農
業
問
題
、
観
光
振
興
な
ど
、
県
政
が
直
面
す

る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
九
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付
託

さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を

行
い
ま
し
た
。 

12月  9日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

12月10日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

12月14日～16日 本会議　［一般質問など］ 

12月17日 各常任委員会 

12月21日 本会議［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

 

（平成22年12月9日～12月21日） 

中国横断自動車道尾道松江線　尾道ジャンクション（尾道市） 尾道市から島根県松江市までの総延長約137km、三次市内で中国縦貫自動車道に接続される中国横断自動車道尾道松江線は、国に 
よる整備が進められている高速道路。11月27日に尾道JCTから世羅ICまでの区間が開通し、早期の全線開通が期待されています。 

テ
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
ド
 

テ ヨ ン ピ ョ ン ド  

●広島県議会基本条例を可決 
県民の負託にこたえ、県民に信頼される議会の構築に向けて、さらなる議会改革を推進するため、
議会の基本理念や役割と機能、議員の責務等を明らかにするなど、議会における基本的事項を定め
た条例案を可決しました。（4面に関連記事） 
●広島県議会議員の議員報酬の特例に関する条例の一部を改正する条例を可決 
厳しい財政状況等を総合的に勘案し、県議会議員の議員報酬を減額する特例措置を行うための
条例案を可決しました。平成23年4月からも、議長については10％、副議長及び議員については
7．5％の議員報酬の減額措置が継続して実施されます。 

【議員提案によるもの】 

●平成22年度広島県補正予算を可決 
国の緊急総合経済対策を活用し、切れ目のない「緊急経済・雇用対策」を実施するため、総額
122億9，200万円の一般会計補正予算を可決しました。 
●広島県ワクチン接種緊急促進基金条例を可決 
国から子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金が交付されることに伴い、市町が子
宮頸がん及び細菌性髄膜炎等を予防するためのワクチン接種に係る費用を助成するために必要
な経費の財源に充てる基金を設置しました。今回可決された補正予算により、26億円が基金とし
て積み立てられます。 
●知事等の給与の特例に関する条例を可決 
県政運営に係る職責にかんがみ、知事などの特別職、指定職職員の給料及び地域手当を減額する
特例措置を行うための条例案を可決しました。特例措置の期間は、平成23年4月から平成26年
3月までの3年間となっています。 
　【減額措置】 知事　10％　　副知事　7.5％ 
　　　　　　 教育長、病院事業管理者、人事委員会の常勤の委員、常勤の監査委員、県立広島病院長　5％ 
●職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を可決 
人事委員会の給与勧告等を考慮し、職員の給料月額及び諸手当の支給割合などを改定するとと
もに、管理職員について、現行の定期昇給制度を廃止し、職務・職責と勤務実績・能力評価に応じ
た給与制度を導入するための条例改正案を可決しました。 

【知事提案によるもの】 



紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

本会議では、12月14日・15日・16日の3日間、
9人の議員が一般質問を行い、財政健全化や
産業振興など来年度の予算編成に関する質問
のほか、雇用対策や広域自治に向けた取り組み、
地域医療の再生、福祉施策、農業問題、観光振
興など、県政が直面する様々な課題について、
県民の視点に立った論議を展開しました。 
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一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１４
日
 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１５
日
 

12月17日開催 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
農
業
の
競
争
力
強
化
 

細
見
谷
大
規
模
林
道
の
建
設
 

介
護
休
暇
が
と
り
や
す
い
環
境
整
備
 

環太平洋パートナーシップ協定。

APEC加盟国を中心に、2015

年をめどに、工業製品や農産品

など全品目の関税を撤廃し、貿

易の完全自由化を目指す枠組み。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
、県
内
農
家

に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
価
格
競
争
の
中
で
生
き
残
る
た
め
、農

業
の
経
営
体
質
の
強
化
と
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。
 

生
産
条
件
の
不
利
な
地
域
が
多

い
本
県
に
お
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
よ
る
農
業
分
野
へ
の
影
響
は
否
定

で
き
な
い
。農
業
の
経
営
体
質
の
強
化

等
に
つ
い
て
は
、生
産
か
ら
販
売
ま
で
が

一
体
と
な
っ
た
持
続
的
な
農
業
の
確
立

を
目
指
し
て
、経
営
力
の
高
い
担
い
手
の

育
成
、高
付
加
価
値
化
に
よ
る「
売
れ

る
も
の
を
作
る
」生
産
体
制
の
確
立
、流

通
体
制
の
高
度
化
な
ど
に
取
り
組
む
。 

平
成
二
十
年
度
の
厚
生
労
働
省

の
調
査
で
は
、
就
業
規
則
に
介

護
休
業
の
定
め
が
あ
る
事
業
所
は
 

六
十
一
・
七
％
で
、介
護
休
業
の
取
得
率

は
、女
性
で
〇
・
一
一
％
、男
性
で
〇
・
〇

三
％
と
極
め
て
低
い
。
介
護
休
暇
を
と
り

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

十
一
月
を
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・バ
ラ

ン
ス
強
調
月
間
と
定
め
て
、本
年

度
は
、仕
事
と
介
護
の
両
立
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、普
及
啓

発
に
努
め
て
い
る
。今
後
と
も
介
護
休

業
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
た
機
運
の

醸
成
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。 

細
見
谷
の
大
規
模
林
道
整
備
事

業
は
、同
地
区
で
既
に
道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
費
用
対
効
果
の

面
か
ら
も
、不
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
知

事
は
選
挙
当
時
、条
件
付
き
な
が
ら
反
対

の
立
場
を
と
ら
れ
て
い
た
が
、現
在
も
変

わ
っ
て
い
な
い
の
か
。
 

本
県
に
と
っ
て
、林
業
は
重
要
な

産
業
で
あ
る
が
、林
道
整
備
に
関

し
て
は
、そ
の
効
果
と
影
響
に
つ
い
て
、十

分
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、本
年
度
か
ら
事
業
着
手
し

た「
布
野
・
作
木
」等
の
二
区
間
の
実
施

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、関
係
機
関
と

調
整
を
図
り
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。 

事
業
仕
分
け
等
の
結
果
に
 

対
す
る
県
民
意
見
の
集
約
 

五
日
市
地
区
の
廃
棄
物
積
出
 

施
設
の
計
画
変
更
 

発
達
障
害
支
援
の
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
 

事
業
仕
分
け
等
を
踏
ま
え
た
見

直
し
方
針
案
は
、仕
分
け
結
果
を

来
年
度
の
予
算
編
成
等
に
反
映
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
が
、今
後
、施
策
へ
の
反
映

状
況
の
周
知
に
よ
り
、県
民
か
ら
様
々
な

意
見
が
出
る
と
思
う
。
そ
の
意
見
を
次
の

事
業
仕
分
け
等
に
生
か
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

本
年
度
の
事
業
仕
分
け
に
お
い

て
、会
場
傍
聴
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、幅
広
く

有
益
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。現
在
、事

業
仕
分
け
も
踏
ま
え
た
事
務
事
業
全

般
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
状
況

も
踏
ま
え
、今
後
の
事
業
仕
分
け
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。 

も
の
づ
く
り
技
術
の
継
承
 

近
年
、熟
練
技
術
者
の
引
退
や
若

者
の
も
の
づ
く
り
離
れ
が
進
み
、

技
術
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
本

県
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
守
り
、さ
ら
に

伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、企
業
や
学
校

と
連
携
し
、総
合
的
・
体
系
的
な
も
の
づ

く
り
人
材
の
育
成
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

も
の
づ
く
り
産
業
の
持
続
的
発

展
に
は
、後
継
者
の
確
保
と
技

術
の
継
承
が
重
要
で
あ
り
、も
の
づ
く

り
高
校
生
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
事
業
等
を

実
施
し
、技
能
継
承
へ
の
意
欲
向
上
に

努
め
て
い
る
。今
後
も
、学
校
や
企
業
と

連
携
し
、優
れ
た
技
能
の
円
滑
な
継
承

に
取
り
組
む
。 

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
 

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
県
有

施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
し
、

県
有
財
産
全
体
の
最
適
化
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。
施
設
の
保
全
情
報
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
進
め
、管
理
・
活
用
方
針
を
早

期
に
策
定
し
、そ
れ
を
維
持
管
理
業
務
の

発
注
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
、施
設

の
長
寿
命
化
、省
エ
ネ
化
等
に
有
効
で

あ
り
、本
年
度
か
ら
施
設
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。平
成
二

十
四
年
度
か
ら
運
用
し
、施
設
の
管
理
・

活
用
方
針
の
判
断
や
よ
り
効
率
的
な

施
設
管
理
方
法
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る
。 

山下智之議員  
自民刷新会議〈廿日市市〉 

やま さと し した 

福知基弘議員  
民主県政会〈広島市西区〉 

ふく もとひろ ち 

森川家忠議員  
自民〈竹原市・豊田郡〉 

もりかわ いえただ 

本県で、昨年9月に知事が行った「事業仕分け」と昨年10月に議会が行った「事業成果の検証」。本県の105事業について、 「事業仕分け」では外部 の客観的な視点から、 「事業成果の検証」では 県民や地域の代表者の 視点から実施。 

広
島
版
「
産
業
革
新
機
構
」
 

「
瀬
戸
内
　
海
の
道
構
想
」
 

中
期
財
政
健
全
化
計
画
 

新
た
な
経
済
成
長
へ
の
挑
戦
と
し

て
、「
産
業
革
新
機
構
」
を
設
立

す
る
と
し
て
い
る
が
、飛
躍
的
な
成
長
を

遂
げ
た
新
興
企
業
や
産
業
は
県
外
・
海
外

に
進
出
す
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
が
、真

の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
。

ま
た
、結
果
と
し
て
県
が
損
失
を
蒙
っ
た

場
合
の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
伺
う
。
 

県
内
企
業
の
取
組
支
援
に
よ
り
、

企
業
の
新
た
な
挑
戦
や
民
間
に

よ
る
成
長
資
金
の
供
給
拡
大
等
を
期

待
し
て
お
り
、本
県
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
。ま
た
、県
は
、フ
ァ
ン
ド
運
営

会
社
の
株
主
、投
資
事
業
組
合
へ
の
出

資
者
と
い
う
立
場
か
ら
責
任
を
果
た
す
。 

中
期
財
政
健
全
化
計
画
の
中
で

示
さ
れ
た
人
件
費
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、政
策
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
な

い
ば
か
り
か
、人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
る

影
響
額
も
見
込
む
な
ど
、
財
源
効
果
と

し
て
見
込
ま
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。
公
共

事
業
の
縮
減
等
、県
民
に
大
き
な
痛
み
を

強
い
る
中
で
、給
与
水
準
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
検
討
し
、計
画
を
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
は
、や
む
を
得
な
い
措

置
と
し
て
給
与
カ
ッ
ト
を
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。
 

給
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、国

に
お
い
て
、公
務
員
制
度
改
革
の

中
で
人
事
院
勧
告
制
度
の
廃
止
等
の
検

討
が
な
さ
れ
て
お
り
、そ
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。 

知
事
の
掲
げ
る
政
策
の
大
き
な

柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
瀬
戸
内

海
の
道
構
想
」
の
骨
子
案
に
よ
る
と
、今

後
の
方
向
性
と
し
て
「
朝
鮮
通
信
使
と

北
前
船
寄
港
地
等
に
残
る
歴
史
・
文
化

的
資
源
、取
り
組
み
等
の
再
評
価
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
挙
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。
 住

民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、市
町
等
に

よ
る
古
民
家
の
再
生
、伝
統
行

事
の
継
承
な
ど
の
活
動
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、朝
鮮
通
信
使
や
北
前
船
の

寄
港
地
を
つ
な
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み

出
し
、そ
れ
を「
海
の
道
」と
し
て
発
信

し
、歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を
生
か
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
に
つ
な
げ
て

い
く
。 

核
兵
器
廃
絶
の
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
 

第
十
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

者
世
界
サ
ミ
ッ
ト
が
広
島
で
開
催

さ
れ
た
が
、核
兵
器
の
大
幅
な
削
減
要
求

な
ど
を
訴
え
た
「
広
島
宣
言
」
や
歴
代
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ス
ピ
ー
チ
を

ど
う
受
け
と
め
た
の
か
。
ま
た
、今
後
、具

体
的
に
核
兵
器
廃
絶
の
機
運
醸
成
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、伺
う
。
 

核
兵
器
廃
絶
の
機
運
醸
成
の
た

め
に
は
、世
界
各
国
の
指
導
者
が

自
ら
広
島
の
地
を
訪
れ
、核
兵
器
廃
絶

へ
の
決
意
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
る
。今
後
と
も
、核
兵
器
廃
絶
と
平

和
復
興
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、広
島
か
ら
世

界
に
向
け
て
発
信
し
、核
兵
器
廃
絶
へ

の
更
な
る
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。 

五
日
市
地
区
の
廃
棄
物
施
設
の

建
設
計
画
に
つ
い
て
、平
成
二
十

年
か
ら
海
上
輸
送
計
画
の
無
駄
を
指
摘

し
続
け
て
き
た
。
計
画
実
施
に
向
け
度
重

な
る
説
明
会
を
行
っ
て
き
た
五
日
市
処

分
場
の
周
辺
住
民
に
対
し
て
も
、こ
の
た

び
の
陸
路
搬
入
の
検
討
に
至
っ
た
経
緯

な
ど
に
つ
い
て
、行
政
と
し
て
説
明
責
任

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所

見
を
伺
う
。
 

住
民
の
理
解
を
得
て
、検
討
作

業
を
進
め
る
の
が
重
要
で
あ
り
、

経
緯
等
に
つ
い
て
は
、五
日
市
地
区
等
で

関
係
者
を
通
じ
周
知
を
図
っ
た
。今
後
、

陸
上
搬
入
に
向
け
た
諸
条
件
の
検
証
結

果
が
取
り
ま
と
ま
り
次
第
、速
や
か
に

同
地
区
等
の
住
民
に
説
明
し
て
い
く
。 

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
お
り
、そ
の
対
策

が
急
務
で
あ
る
。
不
安
を
抱
え
る
県
民
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応
を
可
能
と
し
、

継
続
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、県
や

市
町
等
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
急
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見

を
伺
う
。
 

一
時
的
な
支
援
等
は
市
町
で
、

専
門
的
内
容
は
県
で
対
応
す
る

な
ど
重
層
的
な
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

今
後
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
向
け
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
充
実
す
る
よ
う
、施
策
を
推
進
す
る
。 

砂原克規議員  
自民党広志会〈広島市西区〉 

すなはら かつのり 

浅野洋二議員  
公明党〈福山市〉 

あさ じ よう の 

蔵本　健議員  
つばさ〈広島市佐伯区〉 

くらもと けん 

平成27年度にピークを迎える本県の人件費について、職員数の見直し等により中期的に取り組むこと。 
財源効果額（平成23年度） ・職員数の見直し･･･ ▲18.0億円 ・給与構造改革･････ ▲15.3億円 ・手当の見直しなど･･･ ▲7.8億円 ・人事委員会勧告による 　給与改定など･････ ▲23.5億円 ・時間外勤務の縮減･･ ▲2.9億円 

豊臣秀吉の朝鮮出兵後に、戦後

処理と国交回復を目指して、李

朝から江戸幕府への正式な使

節として始まり、経済や文化の

交流に大きな役割を果たした。 

【2006年FTA発効】 

　シンガポール 
　ニュージーランド 

　ブルネイ 
　チリ 

米国 
オーストラリア 
ペルー 
ベトナム 
マレーシア 

TPP交渉参加国（2010年10月
現在） 

施設や設備などの財産を経営

資源ととらえ、総合的・長期的な

観点から維持管理

等に要するコスト

と便益の最適化を

図り、財産を適正

に管理・活用す

る手法。 

脳機能の障害。通常低年齢で症状が発現し、親のしつけや子どもの性格の問題として
誤認されやすい
が、適切な支援
により能力を発
揮できるため、
早期の発見と支
援が重要。 

こ
う
む
 

さ
ら
 



問 答 問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 

一
般
質
問
（
要
旨
） 

●
１２
月
１６
日
 

12月17日開催開催 12月17日開催 

12月21日議決 総

務

委

員

会

 

総

務

委

員

会

 
農
林
水
産
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

建

設

委

員

会

 

建

設

委

員

会

 
文

教

委

員

会

 

文

教

委

員

会

 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
 

本
県
へ
の
影
響
 

動
物
愛
護
を
通
じ
た
情
操
教
育
 

県
内
建
設
業
者
の
受
注
機
会
拡
大
 

児
童
虐
待
防
止
対
策
 

平成23年3月卒業予定の大学

生の就職内定率（10月1日現在：

57.6％）が、平成15年前後の

就職氷河期を下回る過去最低

の数字となっており、新就職氷

河期といわ 

れている。 

幼
い
こ
ろ
か
ら
動
物
を
慈
し
む

こ
と
は
、
心
の
成
長
に
良
い
影

響
を
与
え
、
凶
悪
な
少
年
犯
罪
の
芽
を

つ
む
こ
と
に
も
寄
与
す
る
。
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
で
の
見
学
会
の
開
催
な
ど
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
動
物
愛
護
教
育

を
行
い
、
そ
れ
が
収
容
さ
れ
る
動
物
の

譲
渡
に
も
つ
な
が
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。
 

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、施

設
の
見
学
会
や
幼
稚
園
等
で
の

動
物
愛
護
教
室
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

平
成
二
十
二
年
六
月
か
ら
新
た
な
制
度

と
し
て「
動
物
愛
護
推
進
員
」を
委
嘱
し

て
い
る
。今
後
と
も
、県
民
や
市
町
等
と

連
携
・
協
働
し
、動
物
愛
護
を
促
進
す
る
。 

県
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、

広
島
市
を
除
く
広
大
な
エ
リ
ア

を
所
管
し
て
お
り
、対
応
に
限
界
が
あ
る
。

市
町
が
今
以
上
に
主
体
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
、権
限
移
譲
を
含
め
て
市
町
の
機

能
強
化
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、所
見
を
伺
う
。
 

経
験
や
業
務
に
応
じ
た
き
め
細

か
な
研
修
を
行
い
、人
材
育
成
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、市
町
が
設
置
す
る「
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」の
ケ
ー

ス
会
議
に
お
い
て
、セ
ン
タ
ー
職
員
が
個
々

の
事
案
に
係
る
助
言
指
導
や
直
接
相
談

に
応
じ
て
い
る
。今
後
と
も
、こ
れ
ら
の

支
援
の
充
実
に
よ
り
、市
町
の
対
応
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。 

県
と
し
て
も
新
分
野
進
出
へ
の
支

援
等
も
行
っ
て
い
る
が
、本
業
で

あ
る
建
設
工
事
の
受
注
機
会
を
増
や
す

た
め
、さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
は

で
き
な
い
も
の
か
。
県
内
企
業
の
受
注
機

会
の
拡
大
に
向
け
、今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。
 

こ
れ
ま
で
も
優
良
な
県
内
企
業

の
強
化
や
技
術
力
向
上
に
よ
る

県
内
企
業
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
が
、今

後
と
も
、県
発
注
工
事
の
入
札
状
況
の

分
析
な
ど
に
よ
り
、公
正
な
競
争
の
確

保
と
と
も
に
、技
術
と
経
営
に
優
れ
、地

域
に
貢
献
す
る
県
内
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、よ
り
効
果

的
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、農
林
水
産
業
全

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

県
民
の
食
料
は
県
内
で
確
保
す
る
く
ら

い
の
強
い
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
が
、本
県
産
業
の
中
で
農
林
水
産
業

を
ど
う
位
置
づ
け
、ど
の
よ
う
な
方
向
に

導
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

本
県
の
農
林
水
産
業
は
、農
山

漁
村
地
域
に
お
け
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
二

〇
二
〇
広
島
県
農
林
水
産
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
も
、農
山
漁
村
地

域
の
産
業
の
核
と
し
て
位
置
づ
け
、各
種

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り「
産
業

と
し
て
自
立
で
き
る
農
林
水
産
業
の
確

立
」に
向
け
全
力
で
 

取
り
組
ん
で
い
く
。 

広
域
自
治
の
姿
と
道
州
制
の
導
入
 

本
県
で
は
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
に

代
わ
る
新
た
な
広
域
自
治
体
と

し
て
道
州
制
を
目
指
し
て
き
た
が
、国
の

地
方
分
権
改
革
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
。
中
国
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、他

県
と
連
携
し
て
国
の
権
限
を
奪
い
に
行

く
ぐ
ら
い
の
積
極
性
が
必
要
で
あ
る
。
広

域
自
治
体
の
構
築
に
対
す
る
県
の
考
え

方
を
伺
う
。
 

中
国
五
県
で
連
携
し
な
が
ら
国

の
事
務
事
業
の
受
け
入
れ
や
経

済
界
等
と
協
力
し
た
広
域
的
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、国
に
対

し
て
広
域
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ

れ
を
踏
ま
え
た
権
限
と
財
源
の
最
適
化

の
実
現
に
つ
い
て
積
極
的
な
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
く
。 

新
卒
者
の
就
職
支
援
 

今
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就

職
内
定
率
は
過
去
最
悪
で
「
新
就

職
氷
河
期
」
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
高
い
就
職
率
が
維
持
で
き
る
よ
う
、

短
期
的
な
対
策
の
み
な
ら
ず
、産
学
官
が

緊
密
に
連
携
し
た
中
長
期
的
戦
略
に
よ

る
総
合
的
な
就
職
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。
 新

卒
者
の
就
業
支
援
に
つ
い
て

は
、関
係
機
関
が
連
携
し
て
、求

人
開
拓
や
緊
急
合
同
就
職
面
接
会
の

開
催
、緊
急
雇
用
対
策
基
金
を
活
用
し

た
就
業
支
援
な
ど
に
よ
り
、就
職
内
定

率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。引
き
続

き
産
学
官
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、新

卒
者
の
就
業
を
め
ぐ
る
各
種
課
題
に
つ

い
て
効
果
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。 

緒方直之議員  
自民〈広島市東区〉 

お なおゆき がた 

桑木良典議員  
民主県政会〈三原市・世羅郡〉 

くわ よしのり き 

間所　了議員  
自民刷新会議〈広島市東区〉 

まどころ さとし 

昭和55年4月に開設された県

の機関（所在地：三原市本郷町）。

主に、動物愛護教室や犬・ねこ

の引き取り、譲渡等、動物の愛

護管理業務と狂犬病

予防業務を行ってお

り、広島市、呉

市、福山市を除

く区域を管轄。 

10年後（2020年）の目指す姿を描いた上で、平成27年度を目標年度とする本県の農林水産業の基本指針となる計画。「産業として自立できる農林水産業の確立」を最重要目標とし、農林水産物の販売戦略等の視点も加えられた。 

●
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
・
大
延
坪
島
砲
撃
に
抗
議
す
る
決
議
 

●
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
に
関
す
る
意
見
書
 

●
ロ
シ
ア
大
統
領
の
北
方
領
土
訪
問
に
対
し
毅
然
と
し
た
外
交
姿
勢
を
求
め
る
意
見
書
 

●
万
全
の
危
機
管
理
体
制
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
 

●
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
反
対
す
る
意
見
書
 

●
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
確
立
等
を
求
め
る
意
見
書
 

●
T
P
P
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
 

●
地
方
議
会
議
員
の
職
務
の
明
確
化
と
活
動
基
盤
の
強
化
に
関
す
る
意
見
書
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
四
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
暴
力
団
対
策
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団

排
除
条
例
の
制
定
を
機
に
、
県
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
の
確
保
等
の

た
め
、
よ
り
強
力
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。 

●
県
内
の
雇
用
環
境
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
た
め
、
緊
急
雇
用
対

策
基
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
成
果
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
長
期
的
な
雇
用
に
つ

な
が
る
よ
う
、
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
事
業
執
行
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
版
「
産
業
革
新
機
構
」

の
設
立
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
二
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
二
件
　
不
採
択
 

●
県
立
総
合
グ
ラ
ン
ド
等
は
、
県
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
拠
点
施
設
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
と
の
緊
密
な
連

携
の
も
と
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
意
識
向
上
に
資
す
る
よ
う
事

業
を
実
施
し
、
施
設
等
の
良
好
な
維

持
管
理
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
学
校
の
耐
震
化
予
算
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
早
期
執
行
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈
児
童
生
徒
の
子
宮
頸
が
ん
に

対
す
る
理
解
促
進
、
教
職
員

給
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
七
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
災
害
復
旧
事
業
の
繰
越
明
許
費
に

つ
い
て
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

可
能
な
限
り
早
期
に
発
注
し
、
最
小

限
の
繰
越
額
と
な
る
よ
う
努
め
る

必
要
が
あ
る
。 

●
社
会
資
本
未
来
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

「
経
済
効
率
を
重
視
し
た
投
資
」
も

重
要
で
あ
る
が
、「
ど
の
地
域
に
住

ん
で
い
て
も
最
低
限
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
投
資
」
も
重
要
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
発
想
も

取
り
入
れ
て
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈交
通
渋
滞
解
消
等
の
早
期
対

応
、
水
道
事
業
の
積
極
的
展

開
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
四
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
本
県
の
林
業
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

県
民
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
・

県
立
緑
化
植
物
公
園
を
有
効
活
用
し
、

森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
理
解
の

促
進
と
機
運
の
醸
成
に
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
地
域
の
活
性
化
や
漁
業
者
所
得
の
向

上
を
図
る
上
で
、漁
獲
量
の
増
加
や

ブ
ラ
ン
ド
化
に
結
び
つ
き
や
す
い
地

先
定
着
型
魚
種
の
増
大
が
重
要
で
あ

る
た
め
、栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
機

能
の
充
実
や
魚
の
育
ち
や
す
い
漁
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止

対
策
、鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
三
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助

成
に
つ
い
て
は
、
市
町
等
と
連
携
し

て
無
料
接
種
の
実
現
に
努
め
、
基
金

終
了
後
も
恒
久
的
な
制
度
と
な
る

よ
う
、
国
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
診

に
つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
広
報
を

行
う
必
要
が
あ
る
。 

●
県
立
美
術
館
を
活
性
化
さ
せ
、来
館

者
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、学
芸
部

門
を
活
性
化
し
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
向
上
に
資
す
る
作
品
を
収
集

す
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈小
児
救
急
・
高
度
医
療
体
制

の
強
化
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
四
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
人
件
費
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
、
県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
職
員
給
与
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に
よ

り
開
示
請
求
権
者
が
拡
充
さ
れ
る

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
情
報
公
開
に

よ
る
開
示
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
適
正
な
利
用
が
求
め

ら
れ
る
ほ
か
、
実
施
機
関
に
お
い
て

も
適
正
な
制
度
の
運
用
を
図
る
必

要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈「
瀬
戸
内
　
海
の
道
構
想
」の
 

素
案
の
内
容
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

決議 意　見　書 

テ
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
ド
 

き
 
ぜ
ん
 

せ
き
 
ず
い
 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/gikai/ホームページ 

最新の
情報 

を掲載
して 

います
! 広島県議会 あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

●平成21年度歳入・歳出決算を認定 
●議員提案による「広島県議会基本条例」を可決 
●総額122億9,200万円の一般会計補正予算を可決 

在職25年以上の功績を称え、次の議員
が表彰されました。 

永年在職議員表彰受章者 

〈三原市・世羅郡／自民刷新会議〉 平田　修己 

全国都道府県議会議長会から次の議
員が自治功労者として表彰されました。 

35年表彰受章者 

〈安芸郡／自民〉 

〈呉市／自民〉 

山田　利明 
奥原　信也 

25年表彰受章者 

〈三原市・世羅郡／自民刷新会議〉 

〈福山市／自民刷新会議〉 

平田　修己 
平　　浩介 

20年表彰受章者 

〈呉市／民主県政会〉 犬童　英徳 

10年表彰受章者 

〈尾道市／自民党広志会〉 高山　博州 

15年表彰受章者 

〈東広島市／民主県政会〉 

〈福山市／共産〉 

〈広島市南区／自民刷新会議〉 

芝　　　清 
辻　　恒雄 
中本　隆志 

　議会改革推進委員会の専門部会として平成
22年1月19日に設置された議会基本条例検
討部会では、13回に及ぶ協議・検討を重ね、
広島県議会基本条例案をとりまとめ、12月
10日に議会改革推進委員会に報告しました。 
　報告された条例案は、議員提案による議案
として提案され、12月21日の本会議において、
全会一致で可決されました。 

～前　文～ 
　地方分権改革の進展により地方公共団体を取り巻く環境が大きく変わりつつある今日、真の地方自治を
確立するためには、地方公共団体の自主性や自立性をより一層高める必要があり、地方議会の果たすべき役
割は極めて大きい。 
　こうした中、本県議会は、知事その他の執行機関の事務の執行に対する監視機能を発揮しつつ、政策の立
案や提言に取り組むとともに、合議制の機関として県民にわかりやすい議論を尽くし、県民の視点で行動す
る、県民に開かれた議会を目指していく決意である。 
　本県議会においては、これまでさまざまな自己改革を進めてきたが、国と地方の関係を大胆に見直そうと
する地方分権改革に対応していくためには、さらなる抜本的な議会改革が不可避である。 
　このため、本県議会は、議会の基本理念、議会の役割と機能、議員の責務等をあらためて明らかにすると
ともに、議会と知事等との関係においては、国政との違いを踏まえ、お互いがよりよい県政の実現に向けて
切磋琢磨（せっさたくま）していく真の二元代表制を打ち立て、さらに、議会と県民との関係においては、説
明責任を果たしながら県民の意志を適切に県政に反映していくことに取り組み、もって、分権型社会の実現
に向けた気概のある議会の確立を図るものである。 
　ここに、本県議会は、県民の負託にこたえ、県民に信頼される議会を構築するため、議会改革をさらに推
し進めることを誓い、地方分権を先導していく議会の最高規範としてこの条例を制定する。 

百周年記念祝賀式典の模様 

　米国・南カリフォルニアの広島県人会
が創立百周年を迎えることから、当地へ
訪問団を派遣し、記念行事に参加しました。 
　また、米国・ハワイ州の4つの広島県人
会も訪問し、移住者のこれまでの労苦を
ねぎらうとともに、交流を深めました。 
【日　　程】 
　平成22年10月9日（土）～16日（土） 
【主要行事】　 
・南加広島県人会創立百周年記念祝賀
式典[ロサンゼルス] 

・ハワイ州の広島県人会訪問 
［ハワイ島、オアフ島］ 

　9月30日に設置された決算特別委員会は、9月定例会で付託された「平成21年度広島県歳入歳出決算認定」及び
「平成21年度広島県公営企業決算認定」について、10月5日から11月30日まで、9回にわたって審査を行いました。 
　10月5日には、代表監査委員から「広島県歳入歳出決算審査意見書」等について説明を聴取したほか、11月30日
には、知事の出席を求め総括審査を行いました。 
　審査の結果、いずれも全会一致で認定すべきものと決定し、12月21日の本会議で、その旨報告しました。 

（総括審査の模様は、広島県議会ホームページの録画中継でもご覧いただけます。） 

前文 
第1章　総則（第1・2条） 
第2章　議会の役割と機能 

（第3～5条） 
第3章　議員活動（第6～9条） 
第4章　議会運営（第10・11条） 
第5章　知事等との関係 

（第12～15条） 
第6章　県民との関係 

（第16～18条） 
第7章　政治倫理（第19条） 
第8章　議会改革（第20・21条） 
第9章　補則（第22・23条） 
附則 

広島県議会基本条例の構成 

●一般会計・特別会計決算の状況 （単位：百万円） ■委員名簿　17人 

委員長 

副委員長 

副委員長 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

委　員 

石橋　良三 

児玉　　浩 

中村　道徳 

窪田　泰久 

福知　基弘 

蔵本　　健 

内田　　務 

沖井　　純 

緒方　直之 

栗原　俊二 

高山　博州 

下原　康充 

芝　　　清 

中津　信義 

大曽根哲夫 

平田　修己 

間所　　了 

歳入額 

歳出額 

歳入歳出差引額（A） 

翌年度に繰り越すべき財源（B） 

実質収支額（C）＝（A）－（B） 

前年度実質収支額（D） 

単年度収支額（E）＝（C）－（D） 

一般会計 特別会計 合　　計 区　　分 

994,231 

985,710 

8,521 

6,611 

1,910 

2,119 

△209

1,287,824 

1,273,373 

14,451 

7,218 

7,233 

6,340 

893

293,593 

287,663 

5,930 

607 

5,323 

4,221 

1,102

●企業会計決算の状況 （単位：百万円） 

病院事業会計 

工業用水道事業会計 

土地造成事業会計 

水道用水供給事業会計 

収入（総収益） 支出（総費用） 純利益 区　分 

20,138 

2,565 

1,100 

10,960

△396 

322 

△1,210 

2,352

20,534 

2,243 

2,310 

8,608

●
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
将
来
の

道
州
制
を
見
据
え
て
地
方
分
権

を
推
進
し
て
き
た
が
、
現
在
、

そ
の
方
針
が
不
明
確
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
道

州
制
を
踏
ま
え
た
本
県
の
将
来

の
あ
り
方
を
明
確
に
示
す
必
要

が
あ
る
。 

●
地
方
交
付
税
制
度
が
実
質
的
に

破
綻
状
態
に
あ
る
中
で
、
単
な

る
国
の
歳
出
削
減
の
手
だ
て
と

し
て
、
地
方
交
付
税
が
減
額
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
の

地
方
交
付
税
の
抜
本
的
な
見
直

し
の
動
き
に
対
し
て
は
、
迅
速

に
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。 

●
増
え
続
け
る
児
童
虐
待
事
案
に

対
し
て
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応

す
る
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
十
分
な
人
員
体

制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
職

員
の
さ
ら
な
る
能
力
向
上
を
図

る
な
ど
、万
全
の
体
制
を
整
備
し
、

児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

に
係
る
国
の
参
酌
基
準
の
廃
止

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
抑
制
的
に

進
め
て
き
た
施
設
整
備
の
計
画

を
見
直
し
て
入
所
待
機
者
の
解

消
を
図
る
と
と
も
に
、
在
宅
介

護
者
に
対
し
て
も
、
安
定
し
た

家
族
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
介

護
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
支

援
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。 

●
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
移

行
し
た
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
能
の
強
化
と
経
営
健
全

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
勤
務
医
の
負
担
軽
減

や
安
芸
津
病
院
の
経
営
安
定
化

な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
多

い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
移
行
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
経

営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
へ
の
参
加
の
是
非
が
議
論

と
な
る
中
で
、本
県
の
農
業
・
農

村
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、企

業
の
農
業
参
入
に
対
し
て
積
極

的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、耕

作
放
棄
地
の
解
消
や
農
地
利
用

率
の
向
上
な
ど
、
農
業
生
産
の

拡
大
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

●
本
県
の
林
業
振
興
を
図
る
た
め

に
は
、
作
業
道
の
整
備
や
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
施

業
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
大
規
模
集
成
材
工
場
を
核

と
し
た
間
伐
材
の
集
荷
体
制
を

構
築
し
、
植
林
か
ら
伐
採
ま
で

の
工
程
が
循
環
す
る
健
全
な
森

林
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。 

●
公
共
事
業
費
の
計
画
的
な
削
減

が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
県
民
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を

図
る
た
め
、ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
適
切
な
運
営
や
河
川
の

堆
積
土
砂
の
撤
去
の
徹
底
な
ど
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

●
現
在
、
国
に
お
い
て
、
国
際
競

争
力
強
化
を
目
的
と
し
た
港
湾

経
営
業
務
の
民
営
化
に
関
す
る

法
制
度
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
福
山
港
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
制
度
を
速
や
か
に
導

入
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

●
変
化
の
激
し
い
社
会
を
主
体
的

に
生
き
抜
く
子
ど
も
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
伝
統

や
文
化
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
や
、

心
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。 

●
本
県
で
は
、
平
成
二
十
年
五
月

に
発
生
し
た
中
国
・
四
川
省
で

の
大
地
震
以
降
、
県
立
学
校
の

耐
震
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

全
国
的
に
耐
震
化
率
が
低
位
に

置
か
れ
て
い
る
現
状
、
児
童
生

徒
の
安
心
・
安
全
の
確
保
、
さ

ら
に
は
地
域
住
民
の
応
急
避
難

所
と
し
て
の
役
割
に
も
か
ん
が

み
、
一
層
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。 

●
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
自
治
体
等
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

他
県
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
に

加
え
、
県
内
の
市
町
・
関
係
機

関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に

し
、
県
内
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
と
と
も
に
、
本
県
な
ら
で

は
の
観
光
客
誘
致
に
強
力
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。 

●
巨
大
市
場
を
有
す
る
中
国
な
ど

ア
ジ
ア
諸
国
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
な
る
発
展
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
市
場
へ

の
進
出
意
欲
が
高
い
県
内
企
業

の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
海
外
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
機
能
を
有
す
る
ひ

ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
の
充
実

強
化
や
ア
ジ
ア
戦
略
を
推
進
す

る
新
た
な
体
制
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。 

●
悪
質
重
要
犯
罪
の
早
期
解
決
に

は
、
効
率
的
な
初
動
捜
査
の
展

開
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
件
認
知
後
、
迅
速
に
捜
査
体

制
を
確
立
し
、
各
種
捜
査
支
援

シ
ス
テ
ム
等
を
最
大
限
活
用
す

る
な
ど
、引
き
続
き
、初
動
捜
査

の
徹
底
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

﹇
そ
の
他
﹈ 

・
分
権
型
社
会
に
お
け
る
自
治
体

職
員
の
育
成
と
研
修
の
成
果
の

検
証
 

・
県
出
資
法
人
等
へ
の
再
就
職
の

あ
り
方
 

・
新
た
な
目
的
税
の
導
入
検
討
 

・
試
験
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
成

果
の
検
証
と
育
種
研
究
の
強
化
 

・
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
の
県
内
処

理
体
制
の
確
立
 

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
普
及

促
進
 

・
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
 

・
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ラ
ン
等
の
策
定
支
援
 

・
地
産
地
消
の
推
進
 

・
家
畜
伝
染
病
ま
ん
延
防
止
体
制

の
構
築
 

・
五
日
市
メ
ー
プ
ル
マ
リ
ー
ナ
の

利
用
率
向
上
及
び
マ
リ
ー
ナ
サ

イ
ド
海
老
園
の
販
売
促
進
 

・
県
が
主
体
と
な
っ
た
広
域
的
な

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
 

・
交
通
安
全
対
策
の
推
進
 

・
係
留
保
管
施
設
の
利
用
状
況
と

今
後
の
整
備
計
画
 

・
住
宅
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
推
進
 

・
分
譲
率
の
低
い
産
業
団
地
や
未

着
手
用
地
へ
の
対
応
 

・
本
県
独
自
の
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
構
築
 

・
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
 

・
高
等
学
校
学
力
向
上
対
策
 

・
市
町
教
育
委
員
会
へ
の
指
導
力

の
発
揮
 

・
中
小
企
業
に
対
す
る
円
滑
な
資

金
供
給
の
支
援
 

・
も
の
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
の
推
進
 

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
 

・
テ
ロ
対
策
の
推
進
 

は
 

た
ん
 

た
い
 
せ
き
 


